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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 5,762 13.8 398 6.4 470 3.7 304 6.5

30年3月期第1四半期 5,064 23.0 374 3.5 453 4.8 286 4.4

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　△80百万円 （―％） 30年3月期第1四半期　　647百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 6.20 ―

30年3月期第1四半期 5.82 ―

（注）平成30年4月1日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 39,532 30,555 76.9

30年3月期 40,208 31,050 76.8

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 30,394百万円 30年3月期 30,886百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 17.00 17.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 0.00 ― ― ―

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

（注）平成30年4月1日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。また、31年3月期の期末配当予想につきましては、現時点で
は未定となっております。配当予想の開示が可能になった時点で速やかに開示いたします。

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 11,200 9.8 950 25.8 1,050 22.1 650 25.1 13.23

通期 22,200 2.1 1,750 12.2 1,950 4.4 1,350 △10.5 27.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料９ページ「四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 55,000,000 株 30年3月期 55,000,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 5,852,542 株 30年3月期 5,871,022 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 49,142,853 株 30年3月期1Q 49,129,148 株

（注）平成30年4月1日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。また、期末自己株式数及び期中平均株式数には、従
業員インセンティブ・プラン「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」制度に係る信託財産として、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当
社株式を含めております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



○添付資料の目次

2

2

3

3

4

4

6

8

9

9

9

9

10

　２．四半期連結財務諸表及び主な注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　（１）四半期連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　（２）四半期連結損益及び包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・

　１．当四半期決算に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　（１）経営成績に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　（２）財政状態に関する説明・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明・・・・・・・・・・・・

　　（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　（継続企業の前提に関する注記）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　（セグメント情報）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）・・・・・・・・・・

　　（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項・・・・・・・・・・・・・・・・

　　　　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）・・・・・・・・・

㈱シンニッタン（6319）平成31年３月期　第１四半期決算短信

1



 

１．当四半期決算に関する定性的情報 
（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間（以下「当第１四半期」という。）におけるわが国経済は、企業収

益の改善、それを受けた設備投資の増加、ならびに個人消費も雇用環境他の改善等を背景に、

緩やかな拡大が続きました。一方、わが国をとりまく世界経済は、米国や欧州の一部の地域で

は引続き緩やかな回復基調が続き、中国およびアジア地域においても景気の持ち直しの動きが

見られましたが、米国の保護主義的な政策に端を発した貿易摩擦も懸念され、引続き先行きの

不透明な状況が続きました。 

 

 このような状況下、当社とその連結企業（以下「当社グループ」という。）の当第１四半期の

売上高は、鍛造事業ならびに物流事業で売上が増加したこともあり、前年同四半期比 6億 98 百

万円増加の 57 億 62 百万円となりました。利益面は、営業利益が前年同四半期比 24 百万円増加

の 3億 98 百万円、経常利益は、前年同四半期比 16 百万円増加の 4億 70 百万円、親会社株主に

帰属する四半期純利益は前年同四半期比 18 百万円増加の 3億 4百万円となりました。 

 

   セグメントの業績は、次のとおりであります。 

当社グループの主要事業である鍛造事業は、一昨年 1 月の株式会社セイタンのグループ化に

より、乗用車から大型建機機械の部品を供給できる体制を確立しました。各分野の状況は以下

のとおりです。 

① 自動車産業向け 

鍛造品の主要マーケットである国内自動車産業は海外生産拡大による現地調達化の基調が

続いており、国内自動車産業向けの鍛造品は引続き伸び悩んでおります。また、当社主力の

大型部品の引き合いは依然として強くない状況が続きましたが、ＳＵＶ車の好調を背景とし

て一部の部品につきましては堅調に推移しました。 

海外子会社の市場であるタイ国の自動車産業においては、景気の持ち直し感もあり、当社

鍛造品も増加傾向で推移しました。 

② 建設機械産業向け 

建設機械産業においては、中国市場他における建設機械需要の回復ならびに資源価格の持

ち直しによる鉱山機械関連の回復が一部で見られ、関連する鍛造部品は増加いたしました。 

 

以上から、売上高は前年同四半期比 4億 64 百万円増加の 47 億 44 百万円、営業利益は国内エ

ネルギー価格の上昇等により前年同四半期比4百万円増加に止まり3億66百万円となりました。 

 

仮設機材の販売・リースを行う建機事業は、首都圏での再開発事業や社会インフラの改修整

備等から、仮設機材の需要は引続きあるものの、機材保有量の高止まりや建設関連職人の人手

不足問題ならびに人件費の高騰による建設工事の一部見直し等で着工が弱含みで推移した事で、

関連する仮設機材の販売・リースは減少しました。売上高は前年同四半期比 1億 45 百万円減少

の 3億 99 百万円、営業利益は前年同四半期比 49 百万円減少の 40 百万円となりました。 

 

金属製パレットの製造販売を中心とした物流事業は、主要顧客である自動車会社において、

前期下期から続いている米国・中国等の主要国での生産が高水準で推移したことから、輸送用

パレットニーズの恩恵を受けました。売上高は前年同四半期比 3 億 80 百万円増加の 5 億 76 百

万円、営業利益は前年同四半期の営業損失から黒字転換し、63 百万円となりました。 

 

不動産事業の売上高は、前年同四半期に比べほぼ横這いの 42 百万円となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 
① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ 90 百万円減少し、206 億 11 百万円となりました。こ

れは、現金及び預金が営業活動によるキャッシュ・フローで 8億 28 百万円を計上したことも

あり 1億 76 百万円増加しましたが、受取手形及び売掛金ならびに電子記録債権等の売上債権

が 2億 87 百万円減少したことなどによります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べ5億85百万円減少し、189億21百万円となりました。

これは、減価償却の実施もあり有形固定資産が 1億 83 百万円減少したことと、株価下落によ

り投資有価証券が 3億 48 百万円減少したことなどによります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ 6億 76 百万円減少し、395 億 32 百万円とな

りました。 

 

    （負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ 36 百万円増加し、73 億 26 百万円となりました。こ

れは、賞与引当金が 47 百万円増加したことなどによります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べ 2億 17 百万円減少し、16 億 50 百万円となりました。

これは、退職金支給により退職給付に係る負債が 26 百万円減少したことと株式時価下落によ

る投資有価証券の減少に伴い繰延税金負債が 1億 83 百万円減少したことなどによります。 

 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 4 億 95 百万円減少し、305 億 55 百万円となりま

した。これは、配当金支払で剰余金が減少したことと、投資有価証券の減少によりその他有

価証券評価差額金が 2億 46 百万円減少したことなどによります。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末より 1億 76 百万円増加

し、112 億 68 百万円となりました。 

各活動のキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動による資金は、税金等調整前四半期純利益 4億 70 百万円計上ならびに減価償却を

3億 11 百万円実施したことにより、8億 28 百万円の増加となりました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動による資金は、有形固定資産の取得等により、1億 71 百万円の減少となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動による資金は、配当金の支払い等により、4億 22 百万円の減少となりました。 

 
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当年度の連結業績予想については、平成 30 年 5 月 15 日に公表した業績予想を変更しており

ません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

　（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

　　　　該当事項はありません。

　（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　　　税金費用の計算　　　

　　　　法人税等の処理は、法定実効税率をベースとした年間予測税率により計算して

　　　おります。
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　（セグメント情報）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益又は損失(△)

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高

　又は振替高

セグメント利益

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び当該差額の

　主な内容（差異調整に関する事項）

報告セグメント計

全社費用（注）

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

467,844

△ 93,307

（単位：千円）

鍛造事業

374,537

建機事業 物流事業 不動産事業 合計

計

（単位：千円）

4,279,810 545,002 195,241 44,256 5,064,311

鍛造事業 不動産事業 合計

－ －

建機事業 物流事業

（単位：千円）

467,844

5,064,31144,256

－ － －

4,279,810 545,002 195,241

362,195 89,659 △ 8,765 24,754

利益 金額

計 4,744,409 399,405 576,210

5,762,706

－ － － － －

4,744,409 399,405 576,210 42,681

42,681 5,762,706

366,390 40,263 63,636 22,552 492,842

△ 94,265

398,577

（単位：千円）

利益 金額

492,842
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